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左
衛
門
成
美
の
子
。
名
は
箆
1

字
は
士
修
、
泡
稽
晋

四
郎
、
同
競
と
焼
し
、
第
遜
・
限
雲
山
房
・
小
泉
漁
夫

の
別
践
が
あ
る
。
年
十
五
の
時
江
戸
に
出
で
L

替
を

市
制
米
庵
に
泉
び
、
後
朝
川
善
庵
に
養
は
れ
て
嘉
永

二
年
そ
の
家
を
鑓
ぎ
、
種
選
と
儲
犠
と
を
粂
ね
、
松

浦
侯
の
江
戸
に
在
る
と
き
鎚
に
属
維
を
部
じ
た
。
安

政
四
年
十
周
サ
二
日
夜
、
享
年
七
十
四
。
小
梅
常
泉

寺
に
採
り
.
門
人
私
議
し
て
紹
復
先
生
と
い
う
た
。

ア
サ
カ
ヒ
サ
ノ
リ
浅
加
久
敬
↓
ア
サ
カ
ミ
チ

サ
ト
浅
加
遁
郷
。

ア
サ
カ
ミ
チ
サ
ト
濃
加
語
郷
酒
稽
九
丞
、
初

部
は
久
徴
。
元
総
八
年
父
左
平
太
の
治
機
六
百
石
を

襲
い
だ
。
賀
永
七
年
御
猛
省
番
と
な
り
、
亭
保
元
年

組
外
番
顕
に
進
み
、
十
年
兎
ぜ
ら
れ
、
十
二
年
二
周

五
日
七
十
一
援
を
以
て
残
し
た
。
洩
香
氏
は
左
馬
助
・

そ
の
子
作
左
衛
門
・
そ
の
揚
左
中
太
・
そ
の
子
泌
郷
と

綴
い
た
の
だ
が
、
作
左
術
門
の
時
に
番
を
加
に
改
め

た
と
あ
る
か
ら
、
通
郷
は
正
に
浅
加
で
あ
る
べ
き
の

に
、
自
身
洩
香
と
普
い
て
ゐ
る
こ
と
も
あ
る
0

・遁郷

浅
香
山
の
古
紙
に
採
っ
て
山
弁
と
鋭
し
、
和
献
を
能

〈
し
、
凶
史
に
精
油
し
た
。
嘗
て
徒
然
草
の
隠
腕
に

し
て
そ
の
遁
認
し
雛
き
を
慨
し
、
古
来
の
諸
誌
を
取

り
、
十
五
年
を
経
て
徒
然
草
諸
抄
大
成
二
十
径
を
編

し
、
点
事
五
年
刻
成
る
に
及
ん
で
、
之
を
滞
侯
の
箆

に
供
へ
た
。
そ
の
他
向
武
家
耳
底
記
二
容
・
列
凶
雑

記
三
容
・
四
不
諮
録
三
巻
ハ
一
名
肌
般
物
訴
〉
・
十
製
波

書
・
一
一
一
日
用
日
記
一
巻
・
道
也
記
二
審
・
都
の
手
ぶ
り

一
容
等
の
箸
が
あ
る
。
今
海
す
る
道
也
記
に
は
久
数

軒
謙
益
と
あ
る
が
、
コ
一
日
用
日
記
に
は
久
敬
軒
と
す

る
か
ら
、
前
者
は
訣
で
あ
ら
う
。

ア
サ
ガ
ヤ
朝
ヶ
展
灯
什
河
北
部
湯
桶
郷
に
幽

す
る
部
務
。

ア
ザ
ガ
ラ
ノ
ジ
ゾ
ワ
廓
畿
の
地
寂

J
ヒ
ロ
エ

ア
サ

ア
サ
ク
ラ
ギ
ヨ
ウ
カ
イ
朝
倉
臨
海
江
沼
郡
山

中
鍵
宗
束
祇
務
経
寺
の
信
。
閲
副
院
と
務
し
、
高
食

築
制
斌
に
泉
ん
で
、
大
正
元
年
擬
欝
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

岡
入
年
二
周
十
八
日
七
十
五
践
を
以
て
寂
。

ア
サ
ク
ラ
サ
ダ
カ
ヂ
朝
倉
貞
義
ハ
一
〉
加
越
の

反
目
l
長
享
二
年
加
賀
の
本
願
寺
門
徒
が
富
樫
政
親

蹟
江
。
ア
サ
ク
-
7
Z
キ
朝
倉
鵠
江
沼
郡
の
古
郷
名

で
、
兵
部
省
式
に
『
加
賀
凶
騨
馬
朝
倉
・
潮
樟
・
安
宅

云
々
各
五
疋
。
』
と
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
津
田
鳳
卿

の
延
喜
古
騨
選
考
略
に
、
朝
鱈
騨
疑
は
ら
く
は
朝
倉

氏
が
越
前
を
結
っ
て
か
ら
、
凶
人
そ
の
姓
を
避
け
て

吉
崎
と
改
め
た
の
で
あ
ら
う
と
い
ひ
、
叉
加
賀
志
徴

に
は
、
兵
部
式
の
腸
路
を
考
ふ
る
に
、
越
前
凶
二
尾

瞬
よ
り
加
賀
朝
釘
腸
へ
鍛
き
、
そ
れ
よ
り
潮
樟
騨
へ

つ
づ
く
の
で
あ
る
か
ら
、
朝
却
は
い
づ
れ
吉
崎
謹
で

あ
ら
う
と
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
吉
崎
な
ら
ば
越
前
と

す
べ
き
で
あ
る
。
江
沼
郡
橘
が
そ
れ
で
、
中
慨
に
も

立
花
騨
と
し
た
も
の
だ
と
す
る
設
を
採
る
べ
き
で
あ

ら
う
。
ア
サ
ク
ラ
カ
ゲ
ズ
ミ
朝
倉
最
純
遁
穂
左
源
太
・

左
健
次
・
武
太
夫
。
字
は
粋
夫
、
東
軒
と
鋭
し
た
。
蹄

を
作
る
こ
と
蚊
千
首
に
及
び
、
そ
の
鑑
を
下
す
や
、

推
識
を
用
ひ
ず
し
て
一
気
に
時
成
し
た
か
ら
、
寝
癖

の
騎
々
た
る
も
の
あ
っ
た
が
、
越
も
こ
れ
を
蹴
る
腕

が
な
か
っ
た
。
景
純
撤
百
五
十
石
を
受
け
、
延
亭
四

年
六
十
八
歳
を
以
て
残
し
た
。

ア
サ
タ
ラ
カ
ゲ
ノ

9
朝
倉
最
謹
遁
稽
高
三
郎
・

左
偲
次
・
久
作
。
父
景
純
の
後
を
織
ぎ
、
一
蹴
百
五
十
石

を
受
け
、
御
馬
組
組
に
斑
し
、
表
御
納
戸
奉
行
・
御

醤
物
奉
行
に
任
じ
、
寛
政
十
二
年
六
周
十
二
日
夜
し

た
・
。
崇
謹
一
部
を
紙
と
い
ひ
、
白
容
と
践
し
、
務
を

好
ん
だ
が
、
そ
の
作
に
見
る
べ
き
も
の
な
か
っ
た
。

。ノ

六

を
減
す
や
、
先
に
越
前
の
朝
食
貞
景
が
将
軍
足
利
義
一
軍
の
敗
北
を
聞
い
て
忽
ち
背
迩
し
た
の
で
、
溺
死
す

簡
の
命
を
事
じ
て
、
政
親
を
助
け
ん
と
し
た
こ
と
を
一
る
も
の
甚
だ
多
か
っ
た
。
越
前
の
本
覚
寺
・
超
勝
寺

償
り
、
之
に
封
し
怨
を
報
い
ん
と
し
、
朝
倉
氏
の
露
一
も
こ
の
後
加
賀
に
流
浪
し
た
。

に
越
前
を
遣
は
れ
た
甲
斐
民
も
之
を
煽
動
し
た
。
こ
一
ハ
四
〉
第
三
次
衝
突
l
次
い
で
本
鐙
寺
-
超
勝
寺
は
そ

の
時
恰
も
貞
景
は
後
見
を
離
れ
て
政
を
専
に
し
、
勝
一
の
勢
力
を
挽
回
す
る
錦
、
削
鑓
原
寺
を
攻
め
て
九
顕
砲

に
租
撲
を
侠
弘
せ
ん
と
欲
す
る
際
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
川
以
北
を
制
せ
ん
と
す
る
策
を
建
て
た
。
一
俊
等
之

爾
勢
力
の
衝
突
は
常
に
凶
境
附
廷
に
起
る
こ
と
L
な
一
に
附
和
し
、
同
年
十
周
十
日
越
前
の
堂
前
日
・
文
珠

っ
た
0

.

一
堂
ロ
に
進
ん
だ
が
、
西
谷
の
明
王
院
之
を
防
ぎ
、
朝

会
一
〉
第
一
次
衝
突

l
明
路
三
年
十
周
の
衝
突
に
於
い
一
倉
勢
も
来
り
曾
し
て
一
授
を
緯
北
せ
し
め
た
。

て
、
朝
食
氏
は
牙
替
を
越
前
中
，
郷
に
置
き
、
細
目
一
〈
五
)
第
四
次
衝
突
1
永
正
四
年
本
鐙
寺
・
超
勝
寺
は

木
・
金
津
・
三
国
・
長
崎
・
盟
原
・
北
庄
等
に
兵
を
出
し
、
一
本
闘
に
建
住
せ
ん
錦
、
能
町
{
見
・
越
中
の
軍
を
傑
促
せ

之
に
謝
す
る
甲
斐
氏
及
び
加
賀
一
授
の
聯
合
軍
は
小
一
ん
こ
と
を
本
願
寺
に
求
め
た
が
、
本
願
寺
は
之
を
雌

松
・
本
折
・
漏
出
・
菅
生
・
大
型
寺
に
滋
ん
だ
。
艇
に
し
一
み
な
か
っ
た
。
石
川
郡
の
玄
忽
乃
ち
自
ら
奮
っ
て
事

て
十
八
日
甲
斐
軍
先
づ
大
野
郡
を
侵
し
、
サ
一
日
吉
一
に
笛
ら
ん
と
欲
し
、
同
志
を
集
め
て
坂
北
部
坪
江
郷

田
郡
盟
原
寺
を
攻
撃
し
た
が
、
朝
倉
軍
の
優
勢
に
敵
一
の
帝
様
堂
ロ
に
向
か
ひ
、
入
居
廿
九
日
干
支
を
交
へ

す
る
能
は
ず
し
て
文
加
賀
に
窟
入
し
た
。
一
た
。
し
か
も
敵
鍛
鋭
く
し
て
二
魁
先
づ
退
い
た
が
、

3
0第
二
次
衝
突
l
永
正
三
年
七
局
十
五
日
加
賀
の
一
玄
忽
の
箪
は
政
へ
て
動
か
ず
、
持
率
三
百
人
枕
を
蹴

一
授
復
越
前
に
入
b
、
九
頭
穏
川
以
北
に
放
火
し
、
一
ぺ
て
戦
死
し
た
。

兵
庫
・
長
崎
等
に
陣
を
張
っ
た
か
ら
、
越
前
の
本
願
一
ハ
六
〉
第
五
次
衝
突

l
永
正
七
年
に
も
亦
加
越
の
衝
突

寺
門
徒
で
之
に
邸
ず
る
も
の
も
あ
っ
た
。
貞
景
乃
ち
一
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
四
局
十
七
日
附
を
以
て
将
軍
足

叔
父
宗
舗
に
軍
を
統
べ
し
め
、
高
田
波
・
三
門
徒
等
一
利
義
積
が
朝
食
貞
崇
に
感
拭
を
奥
へ
て
ゐ
る
こ
と
か

の
僧
俗
を
も
集
め
た
。
入
居
二
日
能
美
郡
の
一
授
川
一
ら
推
察
さ
れ
る
。
若
し
之
を
三
・
四
年
の
戦
役
に
射

を
渡
っ
て
黒
丸
を
襲
う
た
が
、
朝
食
軍
之
を
防
い
で
一
す
る
授
賞
だ
と
す
れ
ば
、
依
り
に
迎
い
感
が
あ
る
か

河
合
膝
入
郎
・
山
本
国
正
を
遺
し
た
。
文
九
頭
穏
口
一
ら
で
あ
る
0

.
而
し
て
貞
景
は
同
九
年
三
周
に
袈
し

に
は
江
沼
郡
の
一
撲
を
主
と
し
、
能
美
郡
の
認
陵
及
一
て
、
子
の
議
・
景
が
家
を
襲
い
だ
。

び
越
中
の
安
養
寺
・
端
泉
寺
之
に
怠
加
し
て
高
木
の
一
ア
サ
ク
ラ
シ
ユ
メ
朝
倉
主
馬
前
閃
利
常
に
仕

陣
に
迫
b
、
喝
鹿
口
で
は
河
北
郡
山
一
番
・
里
一
番
一
ヘ
、
初
め
て
百
五
十
石
を
領
し
た
。
子
孫
羽
織
い
で

の
輩
に
越
前
の
超
勝
寺
・
本
堤
寺
を
加
へ
て
進
ん
だ
一
審
に
仕
へ
た
。

が
、
急
務
容
易
に
渉
る
こ
と
能
は
ず
し
て
、
互
に
矢
一
ア
サ
ク
ラ
ソ
ウ
テ
キ
浅
倉
宗
滴

4
ア
サ
ク
ラ

職
を
交
へ
た
。
叉
石
川
郡
の
一
授
と
河
北
郡
の
光
徳
一
サ
ダ
カ
ゲ
靭
食
貞
景
。
ア
サ
ク
ラ
タ
カ
カ
ゲ
靭

寺
・
勝
願
寺
等
は
中
，
郷
の
渡
に
向
か
っ
た
が
、
越
一
倉
孝
景
。
ア
サ
グ
タ
ヨ
ジ
カ
グ
朝
食
義
景
。

前
軍
の
総
帥
宗
調
機
先
を
制
し
て
荷
を
超
え
、
逆
襲
一
ア
サ
ク
ラ
タ
カ
カ
ゲ
浅
倉
孝
最
永
正
九
年
三

し
て
加
賀
軍
を
粉
碍
し
、
河
南
に
在
っ
た
一
授
は
友
一
周
越
前
の
朝
食
貞
景
夜
し
て
、
子
学
景
後
を
受
け
た
。
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